
警察本部

平成２６年度当初予算要求における政策的経費の優先度判断について

１ 平成２６年度当初予算要求状況

平成２６年度当初予算要求においては、

○ 子どもを守る対策

○ サイバー犯罪対策

○ 災害対処能力の強化のための基盤整備

に注力することとした上で、県民の安全・安心を確保するために必要な予算を要求

しています。
(単位：千円)

施 策 平 成 ２ ６ 年 度 要 求 額 ( A ) 平成２５年度当初予算額 (Ｂ ) 増 減( A - B )
１１１ 防災・減災対策の推進 ５１，００６ ８１，３４３ ▲３０，３３７

１３１ 犯罪に強いまちづくり ４，１９６，８７７ ３，４２９，９５４ ７６６，９２３

１３２ 交通安全のまちづくり ２，６８５，５７１ ２，９０８，０９４ ▲２２２，５２３

その他 (人件費等) ３０，３３２，３４３ ３０，４４２，４２２ ▲１１０，０７９

合 計 ３７，２６５，７９７ ３６，８６１，８１３ ４０３，９８４

※平成２５年度当初予算額には、２月補正予算(１８２，５３６千円)を含む

２ 優先度判断の基本的な考え方

要求事業は、県民の「安全・安心」に直結する事業ばかりでありますが、優先度

判断の検討に当たっては、

○ 災害や事件・事故に即応する事業

○ 新設される道路への交通安全施設の整備や交通安全施設の維持に

係る事業

を優先させ、「Ａ」、「Ｂ」を判断しました。 (金額単位：千円)

Ａ Ｂ 合計
施策番号

事業数 金 額 事業数 金 額 事業数 金 額

１１１ ７，４８９ ０ ７，４８９
４ ０ ４

防災・減災対策の推進 ７，４８９ ０ ７，４８９

１３１ ３３３，８１２ ４９，５０７ ３８３，３１９
３４ ８ ４２

犯罪に強いまちづくり ５６６，５２３ ７７，０５１ ６４３，５７４

１３２ ２０４，２３６ １１，１２４ ２１５，３６０
２０ ２ ２２

交通安全のまちづくり ５０２，１４０ ７９，３０４ ５８１，４４４

５４５，５３７ ６０，６３１ ６０６，１６８
合計 ５８ １０ ６８

１，０７６，１５２ １５６，３５５ １，２３２，５０７

上段：一般財源
下段：事業費

３ 優先度判断に対する県議会からの意見等

予算決算常任委員会教育警察分科会において、「国補交通信号機設置及び改良費」

及び「国補道路標示塗装費」を「Ｂ」事業と判断したことに対し、

交通信号機、横断歩道等の交通安全施設の整備については、県民から通学路

等への整備要望が多く、また、交通事故防止に直結するものであり、県議会と

しては優先度が高い事業であると認識しており、必要な予算を確保すること

との意見がありました。


